
申請書類について【電子申請】

１．すべての申請者が提出する書類
〇 書類はすべて原本・コピーどちらでも可（押印は不要）

〇 資格申請システムに必要な添付書類（データ）を添付できない場合は、

 簡易書留等の配達記録が残る方法で郵送してください。

法人 個人

競争入札参加資格審査申請書

システム各画面への入力

登記事項証明書（履歴または現在事項証明書）

発行後３ヶ月以内のもの。システム画面「添付ファイル」へ添付

納税証明書（その３）消費税及び地方消費税に未納税額がない証明

発行後３ヶ月以内のもの。システム画面「添付ファイル」へ添付

※対象税目：消費税及び地方消費税と指定

※法人は「その３の３」個人は「その３の２」でも可

※非課税業者も提出が必要

貸借対照表及び損益計算書又はそれらに相当する書類

（直前の事業年度の決算書類（１箇年分））

システム画面「添付ファイル」へ添付

※申請日の直前の確定している決算書類を添付

※グループ企業等で連結決算を行っている場合、

 申請される法人単体の決算数値がわかる内訳資料を添付

青色申告書又は白色申告書の写し

（直前の事業年度の決算書類（１箇年分））

システム画面「添付ファイル」へ添付

※青色申告書の場合は、所得税確定申告書及び青色申告決算書、

 白色申告書の場合は、所得税確定申告書及び収支内訳書を提出

※申請日の直前の確定している申告書類を添付
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２．該当する申請者のみが提出する書類
〇 書類はすべて原本・コピーどちらでも可（押印は不要）

〇 資格申請システムに必要な添付書類（データ）を添付できない場合は、

 簡易書留等配達記録が残る方法で郵送してください。

提出が必要な方 県外の事業者で、代理人を設定する方

システム画面「代理人情報」への入力

提出が必要な方 業務種目「大分類：18物品調達 小分類：4印刷」を申請する方

システム画面「印刷設備」への入力

提出が必要な方 県から別途依頼を受けた方、WTO入札案件（物品購入）への随時申請される方

発行後３ヶ月以内のもの。システム画面「添付ファイル」へ添付

提出が必要な方 営業に関して許可､認可､届出等を必要とする業務種目 を申請する方

システム画面「希望業務種目選択」への添付

※上記が従事する職員個人の資格である場合は、以下の常勤雇用についての確認書類も提出

【社会保険加入の場合】健康保険厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書の写し

【雇用保険加入の場合】雇用保険被保険者資格取得等確認通知書の写し

【上記保険に加入できない場合】源泉徴収簿又は賃金台帳等の写し

提出が必要な方 業務種目「大分類：12森林整備等」の申請を希望する方

システム画面「希望業務種目選択」への添付

提出が必要な方 現に和歌山県から資格停止の措置を受けている方

システム画面「添付ファイル」へ添付

提出が必要な方 役員等（代理人を含む）の氏名に「外字」が含まれている場合

システム画面「役員情報」へ添付

※10は、 現在資格を有する方(有効期間:令和8年12月31日まで)が同じ業務種目へ登録する場合は省略可。
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和歌山県の

県税事務所
※証明事項：県税（個人県民税及び地方消費税を除き、地方法人特別税、特別法人事業税を

含む。）について、延滞金、加算金等も含めて、未納がないこと。

印刷業者業務調書

納税証明書 和歌山県税等に未納税額がない証明（別記第１号の１２の２様式）

※９の「常勤雇用についての確認書類」等を提出する場合は、基礎年金番号、保険者番号及び

 被保険者等記号・番号にマスキング（黒塗り）を施してから提出すること。

各申請者

各申請者

営業に関して必要な許認可等を受けていること又は必要な届出等を行っていることを証する書類 

外字情報（任意様式）

申請日現在において、1年以上の営業経験があることを示す書類（契約書等）
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入札参加資格停止等の措置の終期を示す書類
和歌山県から

の通知を添付


